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衆
議
院
議
員
赤
嶺
政
賢
君
提
出
沖
縄
県
に
お
け
る
泡
瀬
干
潟
埋
立
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

中
城
湾
港
（
泡
瀬
地
区
）
公
有
水
面
埋
立
事
業
（
以
下
「
本
埋
立
事
業
」
と
い
う
。
）
に
関
し
、
御
指
摘
の
「
今
行
わ
れ

て
い
る
浚
渫
工
事
区
域
及
び
そ
の
周
辺
」
を
含
む
こ
れ
ま
で
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
（
平
成
十
三
年
一
月
五
日
以
前
は
総

理
府
沖
縄
開
発
庁
沖
縄
総
合
事
務
局
。
以
下
「
沖
縄
総
合
事
務
局
」
と
い
う
。
）
及
び
沖
縄
県
（
以
下
「
沖
縄
総
合
事
務
局

等
」
と
い
う
。）
が
調
査
を
実
施
し
た
区
域
（
以
下
「
調
査
実
施
区
域
」
と
い
う
。）
で
の
貝
類
の
生
息
状
況
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
七
年
九
月
に
沖
縄
県
が
公
表
し
た
報
告
書
で
あ
る
「
改
訂
・
沖
縄
県
の
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
生
物
（
動
物

編
）」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
貝
類
の
う
ち
九
十
種
の
存
在
が
沖
縄
総
合
事
務
局
等
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

ぐ

二
十
八
種
は
同
報
告
書
の
絶
滅
危
惧
�
Ｂ
類
又
は
絶
滅
危
惧
�
類
に
該
当
し
て
い
る
。
沖
縄
総
合
事
務
局
等
に
お
い
て
は
、

希
少
性
又
は
重
要
性
の
あ
る
種
の
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
、
前
述
の
九
十
種
の
生
息
位
置
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に

し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

環
境
影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
沖
縄
総
合
事
務
局
が
作
成
し
た

一



本
埋
立
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
書
（
以
下
「
評
価
書
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
作
成
さ
れ
た
本
埋
立
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
準
備
書
（
以
下
「
準
備
書
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
沖
縄
県
知
事
の
意

見
に
対
す
る
見
解
と
し
て
、「
工
事
中
に
天
然
記
念
物
指
定
種
や
「
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
」、
「
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
」
等
の
掲

載
種
、
そ
の
他
貴
重
種
・
重
要
種
に
相
当
す
る
種
で
、
環
境
影
響
評
価
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
動
植
物
以
外
の
種
の
存
在
が

埋
立
て
に
関
す
る
工
事
の
施
行
区
域
内
若
し
く
は
そ
の
近
傍
で
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
関
係
機
関
へ
報
告
す
る
と
と
も
に

十
分
調
整
を
図
り
、
そ
の
保
全
に
必
要
な
措
置
を
適
切
に
講
じ
ま
す
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

御
指
摘
の
七
種
に
つ
い
て
は
、
調
査
実
施
区
域
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
、
沖
縄
総
合

事
務
局
が
評
価
書
に
定
め
た
事
後
調
査
項
目
又
は
専
門
家
の
助
言
に
基
づ
き
沖
縄
総
合
事
務
局
等
が
自
主
的
に
設
定
し
た
調

査
項
目
に
係
る
沖
縄
総
合
事
務
局
等
の
調
査
（
以
下
「
環
境
監
視
調
査
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
そ
れ
ら
の
存
在
が
確
認
さ
れ

た
場
合
は
、
沖
縄
総
合
事
務
局
等
に
お
い
て
評
価
書
の
右
の
記
載
に
従
っ
て
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

ジ
ャ
ン
グ
サ
マ
テ
ガ
イ
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年
九
月
二
十
九
日
に
自
然
保
護
団
体
か
ら
沖
縄
総
合
事
務
局
に
提
出
さ

れ
た
「
新
し
く
確
認
さ
れ
た
貴
重
種
の
保
全
に
つ
い
て
の
要
請
」
に
お
い
て
「
泡
瀬
干
潟
埋
立
て
予
定
地
周
辺
で
新
し
く
確

二



認
さ
れ
た
」
と
の
情
報
の
提
供
を
受
け
、
沖
縄
総
合
事
務
局
等
が
ジ
ャ
ン
グ
サ
マ
テ
ガ
イ
の
存
在
の
確
認
を
目
的
と
し
て
追

加
の
調
査
を
実
施
し
た
。
沖
縄
総
合
事
務
局
等
は
同
年
十
二
月
十
九
日
に
同
調
査
の
結
果
を
沖
縄
県
知
事
に
報
告
し
、
同
調

査
に
よ
り
生
息
が
確
認
さ
れ
た
ジ
ャ
ン
グ
サ
マ
テ
ガ
イ
の
保
全
措
置
に
つ
い
て
引
き
続
き
沖
縄
県
の
関
係
部
局
と
調
整
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ジ
ャ
ン
グ
サ
マ
テ
ガ
イ
は
、
本
埋
立
事
業
に
係
る
埋
立
区
域
だ
け
で
な
く
、
埋
立
区
域
外
に
も
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
沖
縄
総
合
事
務
局
等
に
お
い
て
は
、
埋
立
区
域
外
の
生
息
環
境
の
保
全
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ジ
ャ

ン
グ
サ
マ
テ
ガ
イ
の
保
全
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

ジ
ャ
ン
グ
サ
マ
テ
ガ
イ
に
つ
い
て
は
、
三
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
対
応
が
な
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
御
指
摘
の
「
未

確
認
の
七
種
」
に
つ
い
て
は
、
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
今
後
、
環
境
監
視
調
査
を
通
じ
て
存
在
が
確
認
さ
れ
た
場

合
は
、
沖
縄
総
合
事
務
局
等
が
評
価
書
の
記
載
に
従
っ
て
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
「
事
業
者
の
ジ
ャ
ン
グ
サ
マ
テ
ガ
イ
や
未
確
認
の
七
種
へ
の
対
応
は
、
ア
セ
ス
書
で
示
し
た
見
解
に
反
す

る
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
。

三



五
に
つ
い
て

ア
ワ
セ
カ
ニ
ダ
マ
シ
マ
メ
ア
ゲ
マ
キ
（
仮
称
）
、
ミ
ル
属
の
一
種
及
び
ウ
ミ
ウ
チ
ワ
属
の
一
種
に
関
し
て
は
、
沖
縄
総
合

事
務
局
等
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
存
在
が
泡
瀬
干
潟
埋
立
て
予
定
地
周
辺
で
新
し
く
確
認
さ
れ
た
旨
の
情
報
を
発
表
し
た
日

本
自
然
保
護
協
会
に
対
し
て
、
存
在
を
確
認
し
た
場
所
等
の
詳
細
な
情
報
の
提
供
を
依
頼
し
て
お
り
、
今
後
詳
細
な
情
報
の

提
供
が
あ
れ
ば
、
そ
の
情
報
を
踏
ま
え
、
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
沖
縄
総
合
事
務
局
等
が
調
査
実
施
区
域
で
平
成
十
五
年
に
生
息
を
確
認
し
た
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
ゴ
ウ
ナ
及
び
平
成
十

六
年
に
生
息
を
確
認
し
た
オ
サ
ガ
ニ
ヤ
ド
リ
ガ
イ
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
総
合
事
務
局
等
が
沖
縄
県
知
事
と
調
整
し
た
結
果
、

本
埋
立
事
業
に
係
る
海
上
工
事
を
行
う
際
に
は
工
事
の
施
工
区
域
内
に
生
息
す
る
も
の
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
採
取
し
、
工

事
の
施
工
区
域
外
へ
移
動
す
る
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
沖
縄
総
合
事
務
局
等
に
お
い
て
は
、
適
切
な
措
置
で

あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

鈴
木
俊
一
元
環
境
大
臣
が
、
環
境
大
臣
在
職
中
に
お
い
て
、
お
尋
ね
の
内
容
に
つ
い
て
国
会
で
答
弁
を
行
っ
た
事
実
は
な

い
。

四



七
に
つ
い
て

沖
縄
総
合
事
務
局
が
中
城
湾
港
泡
瀬
地
区
（
以
下
「
泡
瀬
地
区
」
と
い
う
。
）
の
海
域
で
行
っ
た
大
型
海
草
の
手
植
え
移

植
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
総
合
事
務
局
等
が
評
価
書
の
記
載
に
従
い
専
門
家
の
指
導
、
助
言
を
受
け
る
た
め
に
設
置
し
た
中
城

湾
港
泡
瀬
地
区
環
境
保
全
・
創
造
検
討
委
員
会
（
以
下
「
検
討
委
員
会
」
と
い
う
。
）
の
平
成
十
七
年
度
第
一
回
会
合
に
お

い
て
、
大
型
海
草
の
移
植
後
二
年
が
経
過
し
た
時
点
で
「
短
期
的
に
み
れ
ば
、
被
度
に
お
い
て
は
一
旦
減
少
し
た
後
増
加
す

る
ま
で
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
が
自
然
藻
場
の
変
動
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
、
藻
場
の
面
積
、
生
物
生
息
状
況
に
お
い
て
は
概

ね
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
て
お
り
、
移
植
海
草
の
再
生
産
は
図
ら
れ
、
生
物
生
息
環
境
も
進
展
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
藻
場
生
態
系
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
長
期
的
に
み
れ
ば
、
大
型
海
草
群
落
は
遷
移
の
途
中
と
も
み
ら
れ
、
今
後
も

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
沖
縄
総
合
事
務
局
等
に
お
い
て
は
、
検

討
委
員
会
の
指
導
、
助
言
に
基
づ
き
、
評
価
書
に
お
い
て
環
境
保
全
措
置
の
一
つ
と
し
て
記
載
し
た
大
型
海
草
の
移
植
を
適

切
に
講
じ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

八
に
つ
い
て

沖
縄
総
合
事
務
局
に
お
い
て
は
、
大
型
海
草
の
手
植
え
移
植
の
実
験
を
平
成
十
年
七
月
よ
り
実
施
し
て
お
り
、
大
型
海
草

五



の
手
植
え
移
植
の
実
験
を
行
っ
て
い
る
一
地
点
で
あ
る
「St.Ⅰ

Ⅰ

」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
五
年
余
り
、
移
植
当
初
以
上

の
生
育
状
況
で
順
調
に
推
移
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
沖
縄
総
合
事
務
局
に
お
い
て
は
、
御
指
摘
の
状
況
は
、
平

成
十
六
年
の
夏
に
来
襲
し
た
台
風
に
よ
り
生
じ
た
被
害
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
台
風
に
よ
り
、
実

験
が
行
わ
れ
た
地
点
の
周
辺
の
海
域
に
お
け
る
他
の
多
く
の
自
然
海
草
も
同
様
の
被
害
を
受
け
て
い
る
。

ま
た
、
大
型
海
草
の
機
械
移
植
実
験
や
減
耗
対
策
実
験
に
つ
い
て
は
、
手
植
え
移
植
に
比
べ
、
よ
り
経
済
的
か
つ
大
規
模

な
大
型
海
草
の
移
植
手
法
の
適
用
可
能
性
を
検
証
す
る
た
め
、
沖
縄
総
合
事
務
局
が
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
検
討
委
員
会
の
平
成
十
七
年
度
第
一
回
会
合
に
お
い
て
は
、
台
風
時
の
大
型
海
草
の
減
耗
を
抑
制
す
る
効
果

等
に
つ
い
て
一
定
の
知
見
が
得
ら
れ
た
と
評
価
さ
れ
て
お
り
、
沖
縄
総
合
事
務
局
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
実
験
の
結
果
を

踏
ま
え
、
継
続
し
て
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
沖
縄
総
合
事
務
局
等
に
お
い
て
は
、
検
討
委
員
会
の
指

導
、
助
言
に
基
づ
き
、
評
価
書
に
お
い
て
環
境
保
全
措
置
の
一
つ
と
し
て
記
載
し
た
大
型
海
草
の
移
植
を
適
切
に
講
じ
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

九
に
つ
い
て

沖
縄
総
合
事
務
局
等
に
お
い
て
は
、
大
型
海
草
藻
場
に
つ
い
て
、
評
価
書
に
記
載
し
た
大
型
海
草
の
移
植
に
よ
る
環
境
保

六



全
措
置
に
従
い
、
本
埋
立
事
業
に
係
る
海
上
工
事
を
実
施
す
る
前
に
大
型
海
草
の
生
育
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
調
査
時
点
に

お
い
て
大
型
海
草
藻
場
の
生
育
被
度
が
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
大
型
海
草
藻
場
に
つ
い
て
は
、移
植
を
実
施
し
て
お
り
、

今
後
も
同
様
の
措
置
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
「
ア
セ
ス
書
の
趣
旨
に
も
明
確
に
反
す
る
も
の
」
と
の
御

指
摘
は
当
た
ら
な
い
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
大
型
海
草
の
移
植
技
術
」
の
「
確
立
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
評

価
書
を
作
成
し
た
平
成
十
二
年
三
月
の
時
点
で
の
大
型
海
草
の
移
植
技
術
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
総
合
事
務
局
に
お
い
て
平
成

十
年
度
に
開
始
し
た
実
験
の
結
果
か
ら
移
植
の
実
験
を
行
っ
た
地
点
で
は
海
草
の
生
育
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い

た
が
、
準
備
書
に
対
す
る
「
海
草
の
移
植
に
つ
い
て
は
、
移
植
先
で
海
草
の
生
息
・
生
育
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た

上
で
行
う
こ
と
」
と
の
沖
縄
県
知
事
の
意
見
も
踏
ま
え
、
評
価
書
に
お
い
て
は
、
「
熱
帯
性
海
草
の
大
規
模
な
移
植
及
び
そ

の
管
理
に
つ
い
て
は
、
不
確
実
性
を
伴
う
た
め
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
専
門
家
の
指
導
、
助
言
を
受
け
、
慎
重
に
行
う
こ
と

と
す
る
。
」
と
記
載
し
、
現
在
、
沖
縄
総
合
事
務
局
等
が
こ
の
記
載
に
従
っ
て
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

十
及
び
十
一
に
つ
い
て

環
境
影
響
評
価
法
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
本
埋
立
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
（
以
下
単
に
「
環
境
影
響
評
価
」
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と
い
う
。）
は
、
沖
縄
総
合
事
務
局
に
お
い
て
、
環
境
影
響
評
価
を
実
施
し
た
時
点
に
お
い
て
一
般
的
に
認
知
さ
れ
て
い
た

手
法
に
よ
り
調
査
、
予
測
及
び
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
広
く
住
民
か
ら
の
意
見
を
聴
取
す
る
な
ど
、
所
定
の
手

続
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
。

な
お
、
評
価
書
に
は
、「
工
事
中
に
天
然
記
念
物
指
定
種
や
「
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
」、「
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
」
等
の
掲
載

種
、
そ
の
他
貴
重
種
・
重
要
種
に
相
当
す
る
種
で
、
環
境
影
響
評
価
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
動
植
物
以
外
の
種
の
存
在
が
埋

立
て
に
関
す
る
工
事
の
施
行
区
域
内
若
し
く
は
そ
の
近
傍
で
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
関
係
機
関
へ
報
告
す
る
と
と
も
に
十

分
調
整
を
図
り
、
そ
の
保
全
に
必
要
な
措
置
を
適
切
に
講
じ
ま
す
。
」
と
記
載
し
、
現
在
、
沖
縄
総
合
事
務
局
等
が
こ
の
記

載
に
従
っ
て
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

十
二
に
つ
い
て

し
ゅ
ん
せ
つ

中
城
湾
港
新
港
地
区
（
以
下
「
新
港
地
区
」
と
い
う
。）
の
埋
立
て
に
使
用
さ
れ
る
土
砂
の
大
部
分
は
新
港
地
区
の
浚

渫

に
よ
り
発
生
し
た
土
砂
（
以
下
「
浚
渫
土
砂
」
と
い
う
。）
を
活
用
し
て
お
り
、
購
入
し
た
土
砂
は
埋
立
地
の
一
部
分
で
あ

る
表
層
面
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
新
港
地
区
の
埋
立
地
に
お
い
て
は
、
埋
立
て
に
用
い
ら
れ
た
浚
渫
土
砂
の
性

状
か
ら
、
地
盤
改
良
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
埋
立
地
の
表
層
面
に
購
入
し
た
土
砂
を
敷
き
詰
め
た
も
の
で
あ
り
、
こ
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の
よ
う
な
工
法
は
、
広
く
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

泡
瀬
地
区
の
開
発
計
画
は
、
沖
縄
市
が
策
定
し
た
沖
縄
市
新
総
合
計
画
（
昭
和
六
十
二
年
）
及
び
沖
縄
県
が
策
定
し
た
国

際
都
市
基
本
計
画
（
平
成
九
年
）
に
基
づ
き
、
沖
縄
市
が
沖
縄
県
と
と
も
に
海
に
開
か
れ
た
国
際
交
流
拠
点
を
目
指
し
て
進

め
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
本
埋
立
事
業
の
実
施
に
際
し
て
、
沖
縄
総
合
事
務
局
が
新
港
地
区
の
港
湾
整
備
に
伴
う
浚
渫
に
よ

り
発
生
す
る
土
砂
を
泡
瀬
地
区
の
埋
立
地
の
造
成
に
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

十
三
に
つ
い
て

本
埋
立
事
業
に
係
る
公
有
水
面
埋
立
法
（
大
正
十
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
埋
立
て
の
免
許
に
つ
い
て

は
、
平
成
十
二
年
に
沖
縄
県
に
対
し
て
同
法
第
四
十
七
条
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
認
可
を
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前

に
本
埋
立
事
業
に
係
る
同
条
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
認
可
が
沖
縄
県
又
は
沖
縄
県
知
事
か
ら
申
請
さ
れ
た
事
実
は
な

い
。

十
四
に
つ
い
て

泡
瀬
地
区
の
土
地
利
用
計
画
（
以
下
「
土
地
利
用
計
画
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
本
埋
立
事
業
の
実
施
に
際
し
、
沖

縄
総
合
事
務
局
等
が
策
定
し
た
も
の
で
あ
り
、沖
縄
本
島
中
部
東
海
岸
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
経
済
振
興
策
と
し
て
、
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沖
縄
市
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、
埠
頭
や
交
流
施
設
、
展
示
施
設
、
ホ
テ
ル
等
の
誘
客
施
設
を
一
体
的
に
整
備
し
、
地
域
の

特
性
を
い
か
し
た
国
際
交
流
拠
点
の
形
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

土
地
利
用
計
画
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年
三
月
に
沖
縄
県
及
び
沖
縄
市
が
作
成
し
た
「
中
城
湾
港
泡
瀬
地
区
開
発
事
業

の
推
進
に
か
か
る
確
認
作
業
結
果
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
土
地
需
要
の
見
通
し
等
の
妥
当
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

土
地
利
用
計
画
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
本
島
中
部
地
区
で
不
足
が
想
定
さ
れ
る
宿
泊
施
設
を
補
う
た
め
の
四
棟
の
ホ

テ
ル
、
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
及
び
コ
テ
ー
ジ
の
用
地
と
し
て
約
三
十
七
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
中
城
湾
港
内
の
栽
培
漁
業
を
支
援

す
る
た
め
の
施
設
用
地
と
し
て
約
七
・
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
沖
縄
周
辺
海
域
に
お
け
る
海
洋
調
査
研
究
を
支
援
す
る
海
洋
研
究

所
の
用
地
と
し
て
約
〇
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
観
光
商
業
施
設
の
用
地
と
し
て
約
十
四
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
教
育
・
文
化
施
設

の
用
地
と
し
て
約
八
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
等
、
合
わ
せ
て
約
百
八
十
六
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

十
五
に
つ
い
て

沖
縄
総
合
事
務
局
に
お
い
て
は
、
沖
縄
総
合
事
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
を
設
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
個
々
の

事
案
ご
と
に
適
切
に
判
断
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
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